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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般社団法人日本鉄鋼連盟（JISF）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS G 4904:2017 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

なお，令和 6 年 5 月 21 日までの間は，産業標準化法第 30 条第 1 項等の関係条項の規定に基づく JIS マ

ーク表示認証において，JIS G 4904:2017 を適用してもよい。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 G 4904：2023 

熱交換器用継目無ニッケルクロム鉄合金管 
Seamless nickel-chromium-iron alloy heat exchanger tubes 

 

1 適用範囲 

この規格は，管の内外で熱の授受を行うことを目的とする場所，例えば，化学工業，石油工業などで用

いられる熱交換器，コンデンサ，原子力プラントなどで用いられる蒸気発生器などに使用する継目無ニッ

ケルクロム鉄合金管（以下，管という。）について規定する。ただし，加熱炉用鋼管には適用しない。 

注記 加熱炉用鋼管は，JIS G 3467（加熱炉用鋼管）に規定されている。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS G 0201 鉄鋼用語（熱処理） 

JIS G 0202 鉄鋼用語（試験） 

JIS G 0203 鉄鋼用語（製品及び品質） 

JIS G 0321 鋼材の製品分析方法及びその許容変動値 

JIS G 0404 鋼材の一般受渡し条件 

JIS G 0415 鋼及び鋼製品－検査文書 

JIS G 0551 鋼－結晶粒度の顕微鏡試験方法 

JIS G 0567 鉄鋼材料及び耐熱合金の高温引張試験方法 

JIS G 0582 鋼管の自動超音波探傷検査方法 

JIS G 0583 鋼管の自動渦電流探傷検査方法 

JIS G 1281 ニッケルクロム鉄合金分析方法 

JIS H 1270 ニッケル及びニッケル合金－分析用試料採取方法及び分析方法通則 

JIS Z 2241 金属材料引張試験方法 

JIS Z 2245 ロックウェル硬さ試験－試験方法 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS G 0201，JIS G 0202 及び JIS G 0203 による。 
  


